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教員養成のノーマライゼーションに関する基礎的研究
一車椅子利用学生の教育実習を中心として-
川田 力 (岡山大学教育学部)
本研究では､車椅子利用学生を念頭に置き､教育実習における教育実践上の課題および教員養成のた
めの教育課程におけるノーマライゼーションの方策を検討した｡
その結果､教育実習を実施する岡山大学教育学部附属中学校では､水平移動については車椅子利用の
ためのバ リアフリー対策が進んでいるが､上下階-の垂直移動が困難であり､その解決のためにはエレ
ベータの設置が必要となることが確認された｡また､教室内での教科指導を実施する際には､机間巡視､
教壇-の登壇､黒板の利用において支障が起こる可能性が明らかとなった｡
最大の課題である黒板利用上の制約については､ユニバーサルな教育実習指導法の開発を視野に入れ､
情報機器の利用による板書の代替方法について検討 し､それに基づいて機材を導入した｡
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I.はじめに
1. 問題の所在
わが国では障害者雇用促進法1)により､障害者の
雇用安定が求められているQ教育職もその対象とさ
れるが､平成 17年度の公立学校教員採用選考試験に
おいて一般選考と別に､身体に障害のある者を対象
とした特別選考を実施している県市は､19県市で､
これらの特別選考-の志願者は計 137名､採用者数
は29名に留まっている2)0
さらに､初等 ･中等教育の教員となる場合､教員
養成のための教育を供給する大学等の高等教育機関
のバリアフリー対策やノーマライゼーションを前提
とした教育プログラムの整備状況がまだ十分でない
ことが教育機会を制約し､障害者の教育職-の就職
を阻む一要因となっているO
教員養成のノーマライゼーションに関する研究は､
管見の限り､田中･吉原･松浦 (2004)による広島大
学における聴覚に障害のある教育実習生に対する取
り組みの報告があるのみで､わが国ではほとんど取
り組まれていない｡また､大学におけるバリアフリ
ー環境の整備やユニバーサルデザインについての研
究も､茨城大学と茨城キリスト教大学についての現
状を報告した有賀･大嶋 (2003)､岡山県立大学の取
り組みを報告した中村･高見･吉本 (2001)､広島大学
の取り組みを紹介した吉原 (2004)のほか､野村
(1990)､山滞 (2003)の研究が散見されるのみであ
る3)0
こうした問題を考える際には､一般的な理念や広
汎に応用可能な対応策を検討することが不可欠では
あるが､障害者に必要とされる支援の内容は障害の
種類や程度に応じて多様であることと､こうした研
究があまり進んでいない現状を鑑みると､個別具体
的な実践例を報告することのほうが有意義であると
考えられる｡
そこで､本研究では､岡山大学教育学部における
車椅子利用学生を対象とした取り組みを報告する｡
その際､大学での教員養成のための教育プログラム
のうち､特に教育実習を対象とする｡教育実習を取
り上げる理由は､教育実習が実際の教育現場で児
童 ･生徒を指導するという学習体験を中心としてい
ることから､教育職-の就職と最も密接に関係する
教育プログラムと考えられることによる｡また､教
育実習では､講義や演習といった形式の大学の教室
内での授業を実施する時以上に､教育実施上の制約
が多いと考えられることにもよる｡
より具体的には､平成 15年度に岡山大学教育学部
に入学した車椅子利用学生の教育実習における教育
実践上の課題を明らかにすることから､教員養成の
ための教育課程におけるノーマライゼーションの方
策を検討する｡
2. 車椅子利用学生の状況
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本報告で教員養成のノーマライゼーションを検討
する際に､具体的対象となる学生Aは､現在､岡山
大学教育学部学校教育教員養成課程 ･中学校教育専
攻 ･教科教育専修 (社会)に在籍している｡学生A
は両下肢障害のため手動車椅子を利用しているが､
日常生活においては､大学-の通学､大学における
学習を含め通常は介助を必要としない｡また､運転
免許証および自家用車を保有しており､広域的移動
手段を確保している｡
学生Aは､車椅子を利用していることにより移動
上の制約を受けるが､段差高教 cmの1段の段差であ
れば､車椅子のまま自力で通行可能であるCしかし､
段差高がそれよりも大きい場合や2段以上の段差な
いし階段がある場合の移動には介助が必要となる｡
Ⅱ.実習校のバリアフリー 整備状況
岡山大学教育学部学校教育教員養成課程では､教
員養成の柱として学部の1年次から4年次まで多様
な教育実習を開設しているが､3年次に必修として
学生に課している主免教育実習はその中心であり､
岡山大学教育学部附属中学校 (以下､附属中学校と
する)で4週間実施される｡
主免教育実習の実習校となる附属中学校の主な教育
施設は､南面して平行に建設され､南側から1号館､
2号館､3号館とよばれる3棟の校舎と体育館から
なる (図1)0
1号館は3階建で主に技術教室､美術教室､パソ
コン教室などの特別教室として利用されている｡教
育実習との関連では3階に教生控室が設置されてい
るほか､教育実習期間は視聴覚室もそこで授業が実
施される時以外には教生控室として使用されること
が多い｡2号館は2階建で､ここも主に理科教室､
調理実習室､格技室､音楽教室などの特別教室とし
図1 附属中学校の教育施設の概要
て利用されている｡また､2号館2階には教員室､
会議室が設置されている｡3号館は3階建で主に普
通教室として利用されている｡また､教科教育専修
(社会)に在籍している学生Aの教育実習期間中に
おける主な指導を担当する社会科教員が使用する社
会科研究室が3号館2階に設置されている｡
車椅子利用学生の主免教育実習にあたって､実習
校となる付属中学校における車椅子に対応したバリ
アフリー整備状況を確認するため､2005年5月に附
属中学校において実地視察を行った｡
教育実習にあたって実習生はダンス室脇の入口か
ら校舎に入るが､ここには可動式の簡易スロープ(過
常は撤去されている)が整備されており､車椅子で
校舎1階に入ることができる｡各校舎内はほぼフラ
ットで､各教室等の入口も車椅子で入室可能な幅が
確保されており､車椅子で自由に移動可能である｡
2号館1階と3号館1階は校舎西側の渡り廊下で連
結されているが､この渡り廊下にある段差にも可動
式の簡易スロープが整備されている｡
2号館2階と3号館2階は校舎東側の渡り廊下で
連結されている｡しかし､渡り廊下中央部に南側2
段､北側3段の段差があること､2号館2階の渡り
廊下側入口扉枠にステンレス製の小段差があり車椅
子のタイヤがスリップすることの2点から､実地視
察の時点では2号館2階と3号館2階の車椅子での
水平移動は不可能となっていた｡
附属中学校では校舎の各建物ともエレベータは未
設置で､車椅子利用者の垂直移動には介助が不可欠
である｡尚､ トイレは2号館 1階に車椅子対応の ト
イレが整備されている｡
以上の実地視察の結果､実習校の車椅子に対応し
たバリアフリー整備では､上下階-の垂直移動が最
大の課題であり､それを解決するためにはエレベー
タの設置が必要となることが確認された｡また､将
来的なェレベータの設置の有無に関わらず､垂直移
動の回数を減らすためには､2階渡り廊下の段差の
改修整備と､2階-の車椅子対応 トイレの整備が有
効であることも併せて確認された｡
この視察結果を受けて､岡山大学教育学部は
2005年9月までに附属中学校の2階渡り廊下中央の
段差部にスロープを設ける改修整備 (図2･図3)､
2号館2階の渡り廊下側入口扉付近の改修 (図4)､
3号館2階-の車椅子対応 トイレの設置 (図5)を
実施した｡この結果､附属中学校の2号館と3号館
の 2階は車椅子で自由に移動可能 となった｡
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図2 渡り廊下中央部の改修状況 (北側) 図4 渡り廊下側入口扉付近の改修状況(2号館2階)
図3 渡り廊下中央部の改修状況 (南側)
班.授業実践時の物理的制約
附属中学校における主免教育実習は､中学校教諭
として､必要最小限の即戦力的実践力を養成するこ
とがねらいとされている (岡山大学教育学部附属中
学校､2005)｡ここでは､中学校教育全般における教
育指導を念頭におき､学級指導も重視されているも
のの､教育実習の主たる指導体制が教科ごととなっ
ていることから分かるように､その中心は授業実践
を含む教科指導にあると思われる｡そこで､ここで
は､教科指導の中心となる教室内での授業実践時の
車椅子利用学生の物理的制約について検討するo
図6に学生Aの車椅子利用上の制約を示したが､
まず､車椅子を利用していることにより移動のため
の空間が必要となるという制約がある｡車椅子は全
長約90cm､幅約 54cmであるが､実際の利用時には
前方に約 10cmと側方に計 10C皿強のスペースがさら
に必要となる4)｡また､車椅子の方向転換をする際
にはさらに10数cnの空間が必要となるO
図5 車椅子対応 トイレの設置状況 (3号館)
図 6 学生 Aの車椅子利用上の制約
(単位 :cm)
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図8 生徒用机を両端に寄せた場合
(単位 :cm)
このことから､教室の入口は通過できるものの､
通常の生徒用机の配置 (図7)であった場合､生徒
用机の間の通路幅が60cmしかなく､さらに生徒が机
の脇のフックに学習用具等を吊していることにより
通路幅が狭まっていることから､机間巡視をする際
に車椅子が通行できる幅が確保できないという問題
が生じる｡車椅子が通行できる通路幅を確保し､机
間巡視を可能とするためには生徒用机を両端に寄せ
るなど (図8)の配置の変更が必要となる5)0
Ll+24★21､19十751㌢ 7 黒板 一 ㍗
図9 教室前面の概要 (単位 :cn)
次に､教壇-の登壇に関する制約がある｡教壇の
高さは約 19cmであり､このままでは自力で登壇する
ことができない｡教壇は移動可能なので授業時に撤
去するという選択もありうるが､学生Aの目の高さ
が約 110cmであり､教壇なしでは教室内を見渡しに
くくなるという問題点がある｡これは､逆に生徒か
らは授業者である学生Aの顔が確認しにくいことと
なり､授業実践上の不都合が生じやすい｡
また､学生Aの最高到達点は152cmであるが､図
9に示したように､教壇に登壇しても黒板全体の約
3分の2の高さまでしか利用できない｡黒板を利用
する上での制約は､授業実践を行う際に非常に大き
な制約となるが､教壇なしの場合は黒板全体の半分
以下の高さまでしか利用できなくなり､問題がさら
に大きくなってしまう｡
こうしたことから､車椅子利用学生が授業実践を
行う際には､教壇-の登壇が望ましく､そのために
は適切な設計の簡易スロープを設置する必要がある｡
Ⅳ.情報機器利用によるユニバーサルな教育実習に
むけて
前章で検討した車椅子利用学生が授業実践を行 う
上での物理的制約のうち､黒板利用に関する制約は
最も大きな制約である｡板書は中学校で授業実践を
行う上で重要な役割を果たすとともに､各時の授業
計画とも関わり､教師としての重要な技能となるも
のである｡したがって､板書が十分に展開できない
ことは授業実践上大きな支障となる｡
そこで､ここでは､情報機器を利用してスクリー
ンに文字等を投影することにより､板書の代替を行
う方法を検討する｡先述したように､主免教育実習
では､中学校教諭として､必要最小限の即戦力的実
践力を養成することがねらいとされていることから､
少なくとも社会科の授業実践では､板書を重視した
オーソドックスな授業スタイルの習得が目指されて
いる｡
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ここでの情報機器の利用は､車椅子を利用してい
ることによる黒板利用時の制約を､高次の技能を習
得することにより克服する可能性として検討する｡
しかし､この技能は障害の有無6)に関わらず習得可
能であることから､これを検討することはユニバー
サルな教育実習指導法の開発につながるものと考え
る｡
具体的には､ハー ドウェアとしては､大型スクリ
ーン､液晶プロジェクタ､ノー ト型パソコン､液晶
ペンタブレットを利用する｡また､ソフトウェアと
しては､マイクロソフ ト社パワーポイン ト(Power
Point)､マイクロソフト社オフィス･ワンノー ト(One
Note)､ワコム社ペンワークスの利用を検討する｡
まず､大型スクリー ンについてであるが､100イ
ンチのスクリー ンを利用すると､黒板とほぼ同等の
面積を確保できる (図 10)｡液晶プロジェクタは南
面する一般教室での利用を考慮すると 2500ルーメ
ン以上の明るさが必要と考えられるOまた､プロジ
ェクタ設置の都合からなるべく短焦点のものが望ま
しい｡液晶ペンタブレットは小型かつ高精細なもの
が適切である｡これらの条件から､今回は､100イ
ンチ大型スクリー ンIZUMISP-100､3000ルーメンの
‡GA対応の液晶プロジェクタ SANYOLp-XU61(S)､15
イ ンチ XGA対応の液晶ペンタブ レッ ト Wacom
DTト520Bを導入した｡
液晶ペンタブレット利用のためのソフトウェアで
あるペンワークスは､パソコンのデスクトップ画面
に自由に文字や図形を書くことができるほか､パワ
ーポイントのスライ ドショー -の書き込みが可能で
ある｡また､ホワイ トボー ド機能7)によりパソコン
画面とは独立したスクリー ンに自由に文字の記入や
描画ができる｡さらに､画面データをパソコン上に
保存することも可能である｡また､オフィス ･ワン
図10 教室前方-のスクリー ン設置状況
ノー トを利用すれば､黒板にカー ドを貼るイメージ
で画像や文字を表示可能で､それらのカー ドの位置
は移動可能かつ画面の上下スクロールが可能である｡
これらの機材とソフトウェアを有効利用して授業
開発を行えば､板書の代替は十分可能で､さらに写
真 ･地図 ･図表等の多様な資料を大画面で提示しつ
つ授業を展開できるというメリットも併せ持つ｡
Ⅴ.まとめにかえて
本研究では､車椅子を利用している学生を念頭に
置き､教育実習における教育実践上の課題および教
員養成のための教育課程におけるノーマライゼーシ
ョンの方策を検討した｡
その結果､教育実習を実施する附属中学校では､
水平移動については車椅子利用のためのバリアフリ
ー対策が進んでいるが､上下階-の垂直移動が困難
であり､その解決のためにはエレベータの設置が必
要となることが確認された｡
また､教室内での教科指導を実施する際には､机
間巡視､教壇-の登壇､黒板の利用において支障が
起こる可能性が明らかとなった｡このうち､机間巡
視については生徒用机の配置の検討によって問題が
軽減できる｡また､教壇-の登壇については簡易ス
ロープの設置によって問題が解消できる｡
最大の問題である黒板の利用上の制約については､
ユニバーサルな教育実習指導法の開発を視野に入れ
情報機器の利用による板書の代替方法について検討
し､機材を導入した｡
今後の課題としては､実習指導を行う附属中学校
の教員自身が導入した機材を有効活用し､それらを
用いた授業開発を実践することにより､それらの活
用法の実習生に対する指導法を開発していくことが
あげられる｡
また､基本的な事項として､エレベータの設置が
実現しなかった時の上下階-の移動の介助および実
習指導体制の確認も不可欠である｡
[付記]
本研究は岡山大学教育学部学生の森高茜さんの同
意と全面的な協力によって成立しえた｡記して感謝
いたします｡また､本研究の実施にご協力いただい
た､岡山大学教育学部附属中学校社会科の小山直人
先生､岡島靖先生､永野直樹先生､岡山大学教育学
部附属教育実践総合センターの笠井俊信先生､高山
芳治校長先生をはじめとした岡山大学教育学部附属
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中学校の皆様､岡山大学大学院教育学研究科 ･大学
院生の青木隆宣君に厚く御礼申し上げます｡
なお､本研究の実施にあたって､岡山大学の平成
17年度特別配分経費 (公募分 ･研究経費 ･プロジェ
クト)｢情報機器利用による教員養成のノーマライゼ
ーションに関する基礎的研究｣(研究代表者 :川田
力)による補助金を使用した｡また､株式会社ワコ
ムから情報機器の利用に関して研究協力を得た｡
注
1)正式な法令名は ｢障害者の雇用の促進等に関する
法律｣｡
2)文部科学省のホームページによる｡
(htp:/www.next.go.jp/a｣nenu/shotou/senkou
/05090201/.htm 2005年 12月 16日検索)
なお､平成 16年度は14県市であった｡また､身
体に障害のある者に対し一般的な配慮を行 うこと
については､すべての県市で確認されている｡
3)このほか､海外の事例報告として､白石 (2001)､
吉田･伊藤 (2004)がある｡
4)車椅子前方のステップに足を置くこと､および､
車輪を動かすために必要となる長さ｡
5)生徒用机を両端に寄せると通路幅は約 90cmとな
り､車椅子での移動に必要な幅である約70cmが確
保でき机間巡視が可能となる｡しかし､これでも､
最も廊下側および最も窓側の前から2-4列目の
座席にアクセスできないという問題が残る｡
6)本稿で検討してきた､車椅子利用学生を念頭にお
いている｡
7)文字色 ･背景色は自由に設定可能なので､黒板に
チョークで板書するイメージでの書き込みも可能
である｡
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